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１．島根原子力発電所の概要
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境港市

東出雲

島根原子力発電所の立地位置
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島根原子力発電所の構内配置図

１号機

２号機

３号機
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１号機 ２号機 ３号機

営業運転開始 昭和49年3月 平成元年2月 未定

電気出力 46万 kW 82万kW 137.3万kW

原子炉型式
沸騰水型

（ＢＷＲ）

沸騰水型

（ＢＷＲ）

改良型沸騰水型

（ＡＢＷＲ）

新規制基準への
対応状況等

廃止措置中
（平成29年7月28日～）

適合性審査を申請
（平成25年12月25日）

適合性審査申請

準備中

設備概要
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２．島根３号機の必要性
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島根３号機の必要性（要旨）

〈国のエネルギー政策および原子力の位置付け〉

 平成26年に策定したエネルギー基本計画において原子力を「重要なベース
ロード電源」と位置付け，2030年度のエネルギーミックスの中での比率は20％程度とし

ている。

 東日本大震災以降停止している既設原子力については「基準に適合したものは
稼働を進める」としており，既に許可を受けた島根３号機は既設として位置付け。

〈当社の課題および島根３号機の必要性〉

 国の政策を踏まえ，安全性を大前提に「安定供給」 「経済性 」 「環境への
適合」 (S＋ 3E) を同時達成できるよう，原子力・火力・再生可能エネルギー

それぞれの特性を活かし，バランスのとれた電源構成の構築に取り組んで

いく考え。

 現状は，原子力の停止により供給力の大部分を火力に依存しており，火力の
高経年化，CO2削減，電気料金の安定化(燃料価格変動影響の低減)といった

課題への対応を早期に行っていく必要がある。

 このため，三隅２号機建設による経年火力への代替を進めるとともに，再エネ導入拡大
に努めているが，課題解決に向けては安全性を大前提とした原子力（島根２，３号機）の

早期稼働が必要不可欠。
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国のエネルギー政策（原子力の位置付け等）

 国は「安全性を前提に，安定供給を第一に経済効率性の向上と同時に環境への適
合を図るためには，各エネルギー源の特性を踏まえて活用することが重要」とした上
で，2030年度時点のエネルギーミックス等を策定。

 原子力を「重要なベースロード電源」と位置付け，比率を20～22％程度，
また，再エネを合わせた非化石電源比率を44％に設定。

 既設原子力について「基準に適合したものは稼働を進める」とした上で，既に許可を
受けている島根３号機は既設として取り扱い。

【出典】エネルギー基本計画等を基に作成
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〔参考〕国のエネルギー政策（各エネルギー源の特性）

原 子 力

 優れた安定供給性と効率性

 低炭素の準国産エネルギーで，運転時に温室効果ガスを

排出しない

 安全性確保を大前提にエネルギー需給構造の安定性に寄与す

る重要なベースロード電源

再生可能
エネルギー

 温室効果ガスを排出せず，安全保障にも寄与できる重要な低炭

素の国産エネルギー

 現時点では安定供給・コスト面に課題

火力

石炭  温室効果ガスの排出量が多いが，安定供給性・経済性に
優れた重要なベースロード電源

LNG  化石燃料の中で温室効果ガスの排出が最も少なく，ミドル電源
の中心

石油
 ピークおよび調整電源として一定の機能
 他の電源喪失時の代替を果たし，今後とも活用していく
重要なエネルギー

 調達に係る地政学的リスクは最も大きい

【出典】エネルギー基本計画等を基に作成
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国のエネルギー政策（CO２削減目標）

2030年度のエネルギーミックスも踏まえた当該年度におけるCO２削減目標（2013年度
比▲26.0%）を国連へ提出し，国際枠組みとなるパリ協定を批准。

一方，当社を含む電気事業者は，国のエネルギーミックス目標の実現によって達成さ
れる事業者全体としての削減目標（2013年度比▲35%）を設定。

14.08
10.4

0

5

10

15

0.57
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国の目標〔削減量〕

電気事業者全体の目標〔削減単位〕

2013年度 2030年度 2030年度のｴﾈﾙｷﾞｰﾐｯｸｽ

ミックスを
踏まえた目標

非 化 石
電源比率
( 4 4% )

【出典】地球温暖化対策推進本部 日本の約束草案，電気事業連合会 電気事業からのCO2排出量等についてを基に作成
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当社の電源構成に対する基本的考え方

 将来にわたって低廉・安定的な電力をお届けするため，安全性を大前提に
「安定供給」「経済性」「環境への適合」を同時に達成(S＋3E)できるよう，
原子力・石炭・ＬＮＧ・再エネ等のそれぞれの特性を活かしバランスのとれた

電源構成の構築に取り組んでいく。

バランスのとれた構成

太陽光石炭原子力 等

安定供給
（Energy Security）

安全性（Safety）

経済性
（Economic Efficiency）

環境への適合
（Environment）

LNG 水力 ﾊﾞｲｵﾏｽ 風力



p12
安定供給（高経年火力の代替供給力の確保）

 中国地域の電力需要は，緩やかな増加傾向で推移する見通し。
 震災後，原子力が停止している中，高経年化した火力の高稼働により供給力を
確保している状況（当社の火力設備は，平成30年代半ばには，約半数が運転
開始後40年を超過）。

 高経年火力はエネルギー効率が低く，トラブルも増加しており，中国地域の需要に対応
してい くため早期に島根２ ， ３号機を稼働するとともに，代替として三隅
２号機の開発が必要。

原子力

再エネ
(水力含む)

火 力
(高経年含む)

最
大
需
要
電
力

供
給
力

予備力

高経年
火 力

島根3
島根2

三隅2

火 力

再エネ
(水力含む)

※次ページに詳細 ↑ 原子力は稼働時期未定のため，現時点では含まない

需給バランス(kW) 現時点 島根2,3・三隅2号機の運開後需要見通し
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〔参考〕中国地域の電力需要見通し
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【出典】電力広域的運営推進機関「全国及び供給区域ごとの需要想定(2018年度)」を基に作成

(年度 ）

:需要電力量合計(送電端)

（単位:MW）

：最大需要電力(送電端)

（単位:GWh）
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〔参考〕火力設備の経年状況（平成35年度末の設備容量ベース）

経年別の出力（万kW）

注：いずれも主な他社受電分を含み，未着工分（三隅２号等）は含まない
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計502万kW

経年数 50年以上 40~49年 30~39年 30年未満

運 転
開 始 ～S48年 S49~58年 Ｓ59~Ｈ5年 Ｈ6年～

40年未満
505万kW

40年以上
502万kW

50% 50%

高経年火力の割合（％）

火力設備容量
1,007万kW

 平成35年度末時点で運転開始から40年を超過する火力設備は，総量1,007万kW
のうち，502万kW（50%）。
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〔参考〕高経年火力について

【出典】総合資源エネルギー調査会基本政策分科会 電力需給検証小委員会 第５回会合資料を基に作成

 高経年火力は最新鋭の設備と比較してエネルギー効率が低く，CO２排出量と
燃料消費量が多い。また，トラブルの増加も懸念。

方 式 効率
（発電端，HHV）

CO2排出原単位
（㎏-CO2/kWh）

旧
式

石油
(亜臨界圧) 38.3% 0.66

石炭
(亜臨界圧） 38.7％ 0.84

ＬＮＧ
(従来型） 38.9％ 0.46

最
新
鋭

石炭
(超々臨界圧) 42.4％ 0.77

ＬＮＧ
(1500℃級GTCC) 53.0％ 0.33

火力設備の発電効率等 経年別の計画外停止件数
〔電力各社の合計〕
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環境への適合（ＣＯ２の排出削減）

 当社のCO2排出原単位は高い水準にあるため，更なる再エネ導入拡大と原子力稼
働による非化石電源比率の向上とともに，火力の高効率化等に取り組むことで，排
出削減を進めていく必要。

 その中でも発電時にCO2を出さず，供給安定性に優れる原子力の活用が重要。

※

電源別の排出原単位

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

H24 H25 H26 H27 H28

当社の排出原単位の推移

(H21)

〔単位：kg-CO2/kWh（調整前）〕

【出典】電力中央研究所報告書
日本の発電技術のライフサイクルCO2排出量評価(2016年7月)を基に作成

更
な
る
削
減

原
子
力
稼
働
時

原子力稼働なし

0.079 0.043
0.123 0.098 0.038

0.026
0.019

0.013
0.011

0.864

0.6950.476
0.376

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

石炭 石油 LNG GTCC 太陽光 風力 原子力 地熱 水力

〔単位：kg-CO2/kWh〕

■ 発電燃料燃焼
■ 設備・運用

0.943

0.738

0.599

0.474
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経済性（電気料金の安定化）

 化石燃料価格は，資源国の政治情勢や資源獲得競争，金融市場の影響等により大
きく変動することから，原子力の活用等により，火力への過度の依存を回避すること
で，電気料金の安定化に努めていく必要。

 震災以降，原子力の稼働が停止する中，火力の稼働増による電力各社の燃料費増
加額の合計は，2016年は約1.3兆円で，国民一人あたり約1万円※の負担増。

燃料費の推移（旧一般電気事業者9社計）

出典：電力受給検証報告書（平成29年4月）を基に作成

（兆円）
燃料価格の推移（全日本CIF）

出典：貿易統計を基に作成

（$/bbl）

（注）原油換算値

※：燃料費増加額を人口で単純に割り戻した概数
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S＋3Eの同時達成（電源構成バランスの改善）

 国の政策も踏まえ，当社の課題である「高経年火力の代替供給力確保」「電気料金
の安定化 」 「 CO2 の削減 」それぞれに対応してい くためには，引き続き
再エネ導入拡大に努めるとともに，島根２，３号機の稼働により，電源構成の
バランスを改善していく必要。

発電電力量（kWh）構成比の実績と見通し

原子力

2割程度

原子力

22~20％再エネ 13％

再エネ

2割程度
再エネ

22~24％

石炭 57％

石炭 26％

LNG 20% LNG 27％

石油 9% 石油 3％

火力

5~6割程度

0%

20%

40%

60%

80%

100%
火力

石油

LNG

石炭

再エネ

原子力

2 0 1 6 年度実績
（原子力非稼働） 島根2・3号稼働後 国の2030年度の

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ﾐ ｯ ｸ ｽ

バ
ラ
ン
ス
の
改
善

火
力
で
9
割
弱
を
供
給
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（余 白）
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３．増設の経緯
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主要経緯（1/2）
 平成9年3月に関係自治体等へ増設を申し入れた後、準備工事や4年半に及ぶ安全審
査等を経て着工し、当初設計に基づく設備は完成。また、平成24年には燃料装荷までに

必要な使用前検査も終了。

 現在、規制基準等に基づく安全対策工事を実施中。

本
工
事
（
建
設
）

事
前
調
査

安
全
協
定
に
基
づ
く

増
設
申
し
入
れ

環境影響評価

第
一
次
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

電
源
開
発
基
本
計
画
組
み
入
れ

原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

［
経
産
省
］
審
査

［原子力委員会］
審査

[原子力安全委員会]
審査

原
子
炉
設
置
変
更
許
可

着
工
（
工
事
計
画
認
可
）

使
用
前
検
査
等

公有水面埋立免許
林地開発許可

準備工事
（敷地造成等）

第二次
公開ヒアリング

島根県知事意見 文科大臣の同意

用地取得・漁業補償

H7.7-H8.8

H10.2-Ｈ12.9

島根県知事意見 H11.9

H10.11
H12.9 H12.10

諮問
H16.4

答申 H17.4

答申 H17.4

H16.7

H17.4

H17.4 H17.12

H16.2

H12.7

事前了解
H12.9

総合進捗率
（H23.4）93.6%

開始 H16.3

H18.10～ 安
全
対
策
工
事
・
新
規
制
基
準
適
合
性
確
認
申
請
の
準
備

これまでの主な手続き・工事等 ～現在

H9.3
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主要経緯（2/2）

年月 経緯
平成7年7月～ 事前調査を実施

平成9年3月 島根県、鹿島町、関係権利者に増設を申し入れ

平成10年11月 第一次公開ヒアリング

平成12年9月 電源開発基本計画への組み入れ

平成12年9月 島根県、鹿島町から安全協定に基づく事前了解を受領

平成12年10月 原子炉設置変更許可申請書を提出

平成15年3月 関係漁協と漁業補償契約を締結

平成16年3月 準備工事を開始

平成16年7月 第二次公開ヒアリング

平成17年4月 原子炉設置変更許可

平成17年12月 着工（工事計画認可）

平成18年10月 本工事を開始

平成23年5月
営業運転開始時期を「平成24年3月」から「未定」に変更
［平成23年4月末時点の総工事進捗率：93.6%］
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工事工程表

（参考）平成23年4月末時点の総工事進捗率：９３．６％

工事計画認可申請状況
第1回：原子炉格納施設等（平成17年12月22日認可）
第2回：廃棄設備等（平成18年10月5日認可）
第3回：原子炉冷却系統設備、計測制御設備等

（平成19年5月22日認可）

第4回：原子炉本体、電気設備等（平成20年4月23日認可）
第5回：燃料設備、蒸気タービン、補助ボイラー等

（平成20年12月26日認可）

施工済 休止期間

主 要 工 程

敷地造成工事

護 岸 工 事

防波堤工事

放水路・
放水口工事

本 工 事

平成16年度平成15年度 平成18年度 平成19年度平成17年度 平成30年度平成20年度 平成21年度
平成22
～29年度

▼ H16/3 準備工事開始

▼ H17/12 着工（第１回工事計画認可）

▼ H18/10 本館基礎掘削開始

▼ H17/4 設置変更許可
H22/3 6.9KV受電▼

※設備は完成しているが、新規制基準を踏まえた安全対策工事を実施していることから、今後の建設計画が
確定しないため、進捗率については未確定。
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４．設備の概要
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原子力発電（軽水炉）の種類 【沸騰水型（ＢＷＲ）】

1

2

3

4

（原子炉建物）

（タービン建物）
原子炉格納容器

原子炉圧力容器

燃料集合体

制御棒

タービン 発電機

復水器

放水口

取水口
水

水

水 水

蒸気

ポンプ

ポンプ

冷却水（海水）

①燃料から得られる熱を利用して蒸気を作る ②蒸気の力でタービン・発電機を回して発電する

③使い終えた蒸気を冷却して水に戻す④原子炉の中に水を戻す

原子力発電所は，原子炉で作った蒸気の力でタービン（発電機につながる羽根車）を回
して発電します。

海
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原子炉の中を加圧し，原子炉の中で水を沸騰させない炉型を加圧水型といいます。
この型式では、原子炉で作った高温高圧の水を蒸気発生器に送り、そこで別系統の水
を蒸気に変えてタービンに送ります。

原子力発電（軽水炉）の種類 【加圧水型（ＰＷＲ）】
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（参考）原子炉圧力容器の比較
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（参考）燃料集合体の比較
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（平成30年5月18日現在）
改良型沸騰水型軽水炉（ＡＢＷＲ）の運転・建設状況

ABWR採用のプラント(10基)
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ＡＢＷＲの特徴（1/5）

原子炉建物

原子炉

圧力容器

③ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製原子炉格納容器

タービン建物

蒸気

給
水
ポ
ン
プ

水

発電機

復水器

タービン

② 改良型制御棒駆動機構

④ 改良型中央制御盤

① 原子炉内蔵型再循環ポンプ
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ＡＢＷＲの特徴（2/5）

①原子炉内蔵型再循環ポンプ（RIP)

炉心下部の大口径配管削除

 再循環配管の供用期間中検査が不要
となり、作業者が受ける放射線量が低
減

 配管破断の可能性がなくなり、万一の
事故でも炉心が露出しないため安全性
向上

原子炉冷却材
再循環ポンプ ＲＩＰ

原子炉
圧力容器

ポンプ

モータ

従来型ＢＷＲ ABWR

ポンプ

台数

ｼﾞｪｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ20台
再循環ﾎﾟﾝﾌﾟ2台

RIP10台

再循環

配管
あり なし

その他 －
軸シール部のない

水中モータ採用

従来型ＢＷＲ ＡＢＷＲ
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ＡＢＷＲの特徴（3/5）

従来型ＢＷＲ ＡＢＷＲ

駆動方式
通 常：水圧駆動

スクラム：水圧駆動

通 常：電動駆動

スクラム：水圧駆動

最小ｽﾃｯﾌﾟ幅 152mm 36.6mm

同時操作本数 1本 26本(最大）

②改良型制御棒駆動機構（FMCRD)

駆動源を多様化（水圧および電動）

 安全性向上

 電動駆動により制御棒の微調整が可
能となったため、制御棒操作時の燃
料への負荷が軽減し、運転性が向上

 制御棒を複数本同時操作（ギャング
モード）が可能となり、起動時間が短
縮

水圧

燃料

水圧

制御棒

制御棒駆動機構

原子炉圧力容器

電動機

排出

ＡＢＷＲ従来型ＢＷＲ
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ＡＢＷＲの特徴（4/5）

放射性物質の漏洩防止

事故時の圧力に対抗

③鉄筋コンクリート製原子炉格納容器(ＲＣＣＶ)

原子炉格納容器が原子炉建物と一体の構造で、原子炉建物を
コンパクト化

 ＲＣＣＶは鉄筋コンクリート構造で事故時の圧力に対抗し、
内張りの鋼板ライナーで漏洩を防止する構造

 格納容器の寸法がコンパクトになり、原子炉建物の重心も
下がったことから耐震設計上、有利

PCV（鋼鉄製原子炉格納容器） RCCV

ＡＢＷＲ従来型ＢＷＲ
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ＡＢＷＲの特徴（5/5）

④改良型中央制御盤

従来型ＢＷＲ ＡＢＷＲ

構 成 主盤＋副盤 主盤＋大型表示盤

運転員の

操作
ハードスイッチ

ハードスイッチ＋フラットディスプ
レイによるタッチ操作

その他 －

・大型表示盤により運転員全員が
プラント情報を容易に共有

・色、配置等を整理したヒューマン
エラー防止に配慮した設計

 操作盤の集中化、大型表示盤の採用
により、運転操作性が向上

 大型表示盤の採用で、各オペレータは
より早く必要な情報を確認できる。

ＡＢＷＲ従来型ＢＷＲ
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沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ）の変遷

BWR-2

旧型 BWR
タイプ

特質

発電
所例

格

納

容

器

形

状

BWR-3

旧型 BWR

・直接単一ｻｲ
ｸﾙ

・強制循環圧
力抑制形格納
容器

敦賀

35万kW～
54万kW

Mark －Ⅰ圧力抑制形
（ トーラス形／フラスコ型）

・ジェットポン
プの採用

福島第一 1号

46万kW～
81万kW

・炉心出力密
度、燃焼度
の向上

・設計の標準
化

福島第一
2～5号

52万kW～
116万kW

・Mark －Ⅰ
改良型格納容
器

浜岡 3号
島根 2号

Mark －Ⅱ

・ｲﾝﾀｰﾅﾙﾎﾟﾝﾌﾟの採
用

・コンクリート製格納
容器の採用

柏崎・刈羽 6・7号

130万kW級

コンクリート製
格納容器
（ＲＣＣＶ）

ABWR

（改良標準化）

電気
出力

・Mark －Ⅱ
改良型格納容
器

Mark －Ⅱ
改良型
(釣鐘型）

福島第二
2～4号

BWR-5

（改良標準化）

66万kW～
116万kW 同 左

Mark －Ⅰ
改良型
（まほうびん型）

東海第二

・再循環系、
ECCS系の改
良

・Mark －Ⅱ
格納容器

BWR-4

BWR

同 左

島根1号※
島根3号
志賀2号

BWR-5

BWR

※：ECCSはBWR-4

国、メーカ、電力会社
が共同で開発
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５．申請の概要
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意図的な航空機衝突への対応

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

重大事故対策

（事業者の自主的対策）

放射性物質の拡散抑制対策

格納容器破損防止対策

炉心損傷防止対策

（複数の機器の故障を想定）

自然現象に対する考慮

（火山・竜巻・森林火災を新設）

内部溢水に対する考慮（新設）

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能強化

新設・

強化

新設

新設

従来の規制基準 新しい規制基準見直し

「事故の発生を防ぐ」た
めの規制

事故の
進展を防ぐ

ための規制

事故を

起こさない

ための規制

・テロ対策新設

・重大事故対策新設

・自然災害等への

規制を強化・新設

・地震，津波規制強化

自然現象に対する考慮

新規制基準の概要 （１／２）
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 新規制基準が施行（平成25年7月）される以前の国の規制は，事故を起こさないための
対策（第１層から第３層）を対象としており，事故の進展を防ぐ対策（第４層）は事業者の
自主保安とされていました。

 新規制基準では，事故を起こさないための対策を強化するとともに，事故の進展を防ぐ
対策についても規制の対象とされています。また，事故の影響を緩和する対策について
は原子力災害対策特別措置法等により原子力災害への対応が強化されています。

事故を起こさないための対策 事故の進展を防ぐ対策 事故の影響を緩和する対策

新規制基準の概要 （２／２）

第１層から第３層の規制を強化 新たな規制対象
原子力災害対策特別措置法等により
原子力災害への対応を強化

・耐震性の確保
・津波対策
・自然現象の考慮
・火災・内部溢水対策
・電源の信頼性強化 等

・炉心損傷防止対策
・格納容器破損防止対策
・放射性物質の拡散抑制
・緊急時対応機能強化
・テロ対策 等

・防災教育，訓練
・防災に関する体制整備
・広域避難計画の策定等

異常の発生を防止
する

異常の拡大を防止
する

異常の拡大緩和，
重大事故に至ら
せない

重大事故の進展
を防止する

放射性物質の影響
から一般公衆，環
境を守る

余裕のある設計 止める・冷やす 冷やす・閉じ込める 防災・復興

第１層 第２層 第３層 第４層 第５層

冷やす・閉じ込める
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島根３号機の適合性申請について

 当社は，新規制基準への適合性審査を受けるため，島根３号機について原子力規制委員
会へ原子炉設置変更許可申請を行う。

 申請内容は，設計基準対応に関する項目と重大事故等対応に関する項目に分類される。

申請の区分
申請内容

設計基準対応 重大事故等対応

原子炉設置
変更許可

原子炉施設の
基本設計

基準地震動，基準津波の策定※
火山・竜巻等の自然現象※への対応
火災・内部溢水への対応
新規制基準の要求事項に対する逐条
評価 等

対応設備の基本設計
対応設備の有効性評価
新規制基準の要求事項に対する
逐条評価 等

※発電所共通の項目である基準地震動，基準津波等は，島根２号機の審査を
経て確定するものであり，島根２号機の既申請内容と同じとして申請する。
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板厚

制御棒

チャンネルボックス燃料集合体

上部格子板

チャンネルボックス厚肉化

チャンネルボックス板厚(mm)
変更前 2.54
変更後 3.05

 地震によるチャンネルボックスの揺れを低減し，制御棒の挿入性を向上させるため，
チャンネルボックスの板厚を厚くする。

チャンネルボックス

制御棒一部を拡大

燃料集合体
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 排気筒の地震に対する裕度を向上させるため，制震装置を設置するなどの耐震裕度
向上工事を実施した。

＜平成２６年３月完了＞

排気筒の耐震裕度向上（自主対策）

制震装置

3号機排気筒

支持材撤去

制震装置設置
（8基）

制震装置設置

支持材撤去

支持材撤去
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防波壁の設置

 敷地内へ津波の浸水を防ぐため，海抜１５ｍの防波壁を設置した。

＜平成２５年９月完了＞

１号機 ２号機

３号機

着工前

完成後

着工前

完成後

海抜１５ｍ
海抜１５ｍ

１，２号機北側 ３号機北側

３号機北側（拡大）
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約６ｍ

貯水量：６，１００m3
以上

約２５ｍ
最深部

引波への対応（自主対策）

 津波の引き波による水位低下が起こった場合においても，原子炉の熱を除去するため
の海水が取水できるよう，取水口周りに海水を溜めるための堰を設置した。

＜平成２７年６月完了＞
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横：４４ｍ

縦：１５ｍ

防水蓋

取水槽・海水ポンプエリアの浸水防止（自主対策）

防水壁
取水槽

【防水壁】

 取水槽の開口部レベルを超える津波が来襲した場合においても，敷地へ津波を流入さ
せないため，防水壁を設置した。 ＜平成２６年７月完了＞

【防水蓋】

 防波壁を超える津波が来襲した場合に，海水ポンプエリア上部から津波の流入を防止
するため，防水蓋を設置した。 ＜平成２６年７月完了＞

防水蓋

高さ：２ｍ
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火山・竜巻対策

竜巻防護鋼板

資機材・車両固縛対策例

車両

対策後対策前

 竜巻による飛来物から防護す
るため，復水貯蔵タンク屋根に
竜巻防護鋼板を設置する。
＜平成３１年度上期完了予定＞

 竜巻による飛来物の発生を防
止するため，発電所構内の資
機材・車両に対し固縛を実施
する。
＜平成３１年度上期完了予定＞

スリング

復水貯蔵タンク竜巻飛来物防護対策

フィルタ等の増設

火山対策

遮へい壁

竜巻対策

 非常用ディーゼル発電機や換気系
統のフィルタが火山灰で目詰まりし
た場合に交換等ができるよう，フィ
ルタの二重化等を行う。
＜平成３１年度上期完了予定＞

火山灰対策例

資機材
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火災・溢水対策（水密扉）

対策前 対策後

建物内扉

 建物内の配管から水が溢れるなどの溢水が発生した場合においても，原子炉施設の
安全性が損なわれないよう，プラントの安全上重要な機器がある部屋の入口扉を，防
水性の高い扉（水密扉）を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞
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外部電源の強化

66kV受電設備

第2予備変圧器

北松江変電所津田変電所

 現状の北松江変電所（500kV，220kV）からの受電ができなくなった場合においても，

外部電源を確保できるよう，北松江変電所と独立した津田変電所（66kV）からの受電

設備を設置する。

 平成26年10月，高台に設置した，耐震性を有する「緊急用変圧器」を「第2予備変圧

器」として，津田変電所（66kV）からの受電を可能とする。

 第2予備変圧器は，1号および2号にも電源を供給することが可能である。

＜平成３１年度上期完了予定＞
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高圧原子炉代替注水系の設置

高圧原子炉代替注水ポンプ

台数 １台

容量 約182㎥／ｈ

揚程 約900m

：高圧原子炉代替注水系（HPAC）

：原子炉隔離時冷却系（RCIC)

原子炉建物

原子炉
格納容器

代替

注水槽

蒸気

水

復水貯蔵
タンク

原子炉
圧力容器

高圧原子炉代替注水系の設置

 原子炉を冷却する既設の高圧注水機能が使用できなくなった場合に備えて，代替の高圧
原子炉注水系を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞
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残留熱代替除去系の設置

残留熱代替除去系の設置

残留熱代替
除去ポンプ

残留熱代替除去系
熱交換器

移動式代替熱交換設備

原子炉建物

原子炉格納容器

残留熱代替除去系の設置

①

②

③

④

①低圧注水モード

②格納容器スプレイ冷却モード

③下部ドライウェル注水モード

④循環冷却モード

※1へ
※1より

残留熱除去系より

補給水系

より

代替注水槽

海

大型送水ポンプ車

原子炉
圧力容器

圧力抑制室

残留熱代替除去ポンプ

台数 ２台（予備１台）

容量 約180㎥／ｈ／台

揚程 約205m

 既設の原子炉への注水機能等が使用できなくなった場合に備えて，代替の残留熱除去
系（常設）を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞
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可搬型代替注水設備の配備

原子炉建物

大量送水車

 既設の原子炉への注水機能等が使用できなくなった場合に備えて，外部から注水でき
る配管の多重設置および大量送水車等の可搬型代替注水設備を配備する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

原子炉格納容器

原子炉
圧力容器

圧力抑制室

復水輸送ポンプ

残留熱除去ポンプ
残留熱除去系

熱交換器

復水貯蔵タンク

燃料プール

大量送水車

代替注水配管
（新規敷設）

ホース

残留熱除去ポンプ

※１

※１

残留熱除去系

熱交換器

※２

※２

大量送水車

台数 ２台（予備１台）

容量 約168㎥／ｈ／台

吐出圧力 約0.85MPa

地上式淡水

タンク
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燃料プールの状態監視設備の設置

原子炉建物

使用済燃料貯蔵ラック

高
レ
ン
ジ

低
レ
ン
ジ

④燃料プール監視
カメラ

②燃料プール温度計 ①燃料プール水位計

③燃料プールエリア
放射線モニタ

燃料プール

 既設の燃料プールの状態を監視する設備が失われた場合に備えて，重大事故時等に
おける環境条件を考慮しても使用可能な代替の監視設備を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

① 燃料プール水位計
② 燃料プール温度計
③ 燃料プールエリア放射線モニタ
④ 燃料プール監視カメラ
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格納容器フィルタベント系の設置

【格納容器フィルタベント系の概要】

１．スクラバ容器 ： 直径約２ｍ，高さ約８ｍ，設置数：５基

銀ゼオライト容器：直径約３ｍ，高さ約５ｍ，設置数：１基

２．格納槽概略寸法

幅約１３ｍ×長さ約２８ｍ×高さ約１４ｍ

３．除去効率

粒子状放射性物質：99.9%以上

無機よう素：99％以上，有機よう素：98％以上

 原子炉格納容器内の圧力が異常に上昇し，格納容器内の蒸気を大気に放出(ベント)する
必要が生じた場合に備えて，フィルタを介して放出することで放射性物質の放出を大幅に
低減することができるよう，格納容器フィルタベント系を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

排気配管

スクラバ容器
格納槽
（鉄筋コンクリート）

原子炉
格納容器

原子炉
圧力容器

圧力
抑制室

銀ゼオライト容器



p53
コリウムシールドの設置

コリウムシールドの設置

コリウムシールド

原子炉格納容器

圧力抑制室

原子炉
圧力容器

ドライウェルサンプ

ドライウェルサンプ

コリウムシールド

 溶融炉心が下部ドライウェルへ落下した場合に備え，ドライウェルサンプ底面のコンク
リートの侵食を防ぐために，溶融炉心と原子炉格納容器鋼製ライナの接触を防止する
耐熱材（コリウムシールド）を設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

下部ドライウェル下部

ドライウェル
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静的触媒式水素処理装置の設置

原子炉建物

 原子炉建物内に水素が漏えいした場合において，水素を早期に感知するため，水素
濃度計を設置する。 ＜平成３１年度上期完了予定＞

 水素濃度を低減し，水素爆発を防止するため，電源を必要としない触媒による水素処
理装置を設置する。 ＜平成３１年度上期完了予定＞

燃料プール

：静的触媒式水素処理装置

圧力抑制室

原子炉格納容器

原子炉

圧力容器

燃料取替階

：原子炉建物内水素濃度計
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発電所外への放射性物質の拡散抑制対策

大気への放射性物質の拡散抑制（実放水試験時） シルトフェンス（設置イメージ）

 炉心の著しい損傷および原子炉格納容器の破損または燃料プール内の燃料体が著しい
損傷に至った場合において，大気への放射性物質の拡散を抑制するため，大型送水ポ
ンプ車および放水砲等を配備した。 （原子炉建物周辺における航空機衝突による航空
機燃料火災にも対応可能。 ） ＜平成２６年５月完了＞

 原子炉建物へ放水した後の放射性物質を含む水が海洋へ拡散するのを抑制するため，
放射性物質吸着材及びシルトフェンスを配備する。 ＜平成３１年度上期完了予定＞

放水砲

台数 １台（予備１台）

大型送水ポンプ車

台数 １台（予備１台）

容量 約1,800㎥／ｈ／台

吐出圧力 約1.4MPa
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水供給機能の確保

宇中貯水槽地上式淡水タンク代替注水槽

約16,000m32基，約560m3/基約2,500m3

 重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源（代替注水槽，地上式淡
水タンク，宇中貯水槽）を確保する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

 各水源からの移送ホース，大量送水車及び大型送水ポンプ車を配備した。
＜平成２６年３月完了＞
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代替交流電源の確保

高圧発電機車の配備 ガスタービン発電機の設置

▲高圧発電機車を配備
（500kVA：６台，予備１台以上）

＜平成２６年３月完了＞

▲電源の強化のため，3号ガスタービン発電機を設置
（6,000kVA：１基，予備１基※）

＜平成３１年度上期完了予定＞

建物工事状況(平成30年5月14日撮影）

※予備のガスタービン発電機は，2号との共用予備であり，２号ガス
タービン発電機1基と同時期に設置

 既設の電源が失われた場合に備えて，原子炉や燃料プールを冷やすために必要な
電源を確保する。
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代替直流電源の確保

全交流電源喪失時における直流電源供給
の強化策として，蓄電池を追加設置する。

＜平成３１年度上期完了予定＞

高圧発電機車（交流電源）から代替所内電気設備を
介して，直流負荷に給電できるよう，可搬型直流電源
設備を配備する。

＜平成３１年度上期完了予定＞
蓄電池（既設）
3000Ah×１組

直流電源盤
（既設）

直流電源盤
（追加設置）

高圧発電機車高圧発電機車接続盤

代替所内電気設備
SA用充電器
（直流変換）

直流負荷

接続

蓄電池

蓄電池（追加設置）

蓄電池（追加設置）
3000Ah×３組

蓄電池の強化 可搬型直流電源設備の配備

（注）可搬型直流電源設備として，高圧発電機車と組み合わせて使
用する直流給電車を自主対策設備として配備する。

 既設の直流電源が失われた場合に備えて ，原子炉の状態監視等に必要な直流電源
を確保するため，蓄電池の増強や可搬型直流電源設備による代替直流電源の強化
を実施する。
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完成イメージ図

緊急時対策所の設置

緊急時対策所の概要
○建物規模
地上1階，約600m2

○収容要員数
最大150名程度
○主要設備
・プラント監視設備，通信連絡設備
・専用電源設備および燃料タンク
・放射性物質の流入を低減する放射線管理設備 等
○設置場所
海抜50mの高台（免震重要棟近傍）

免震重要棟 緊急時対策所

緊急時対策本部（イメージ）

敷地高さ ：海抜５０ｍ

工事状況（平成30年4月23日撮影）

 重大事故等が発生した場合にも対応できるよう，緊急時対策所の機能を有する耐震構造
の建物を発電所構内の高台に設置する。（２号機と共用） ＜平成３０年度内完了予定＞

 免震重要棟は支援棟として使用し，復旧作業等に従事する要員約300名を収容する。
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重大事故対策の有効性評価

 炉心損傷などに至る事故シーケンスに基づき評価し，これらの重大事故等

対策が炉心損傷防止対策や格納容器破損防止対策として有効であること

を確認した。

 炉心損傷防止のための格納容器フィルタベント操作に伴い，放出される

希ガスやヨウ素による被ばく量を評価した結果，敷地境界での実効線量は

約0.27mSvであり，審査ガイドに示す概ね５mSv以下であることを確認した。

 炉心損傷が発生した場合においても，残留熱代替除去系を使用することに

より格納容器過圧・過温破損防止のための格納容器フィルタベント操作は

必要とならない。

残留熱代替除去系が使用できない場合，格納容器フィルタベント操作を

行うが，セシウム137の総放出量は約0.0008TBqであり，審査ガイドに示す

100TBqを下回る。 （原子炉建物からの漏えい等によるセシウム137の

総放出量については，審査中の2号機での結果を踏まえ別途評価する。）
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【参考】基準地震動の策定に考慮する主な断層

島根原子力発電所

Ｎ

Ｋ－４撓曲
30km

Ｆ５７断層

Ｋ－１撓曲＋

Ｋ－２撓曲＋

ＦＫＯ断層

宍道断層

▲基準地震動の策定に考慮する主な断層分布図

【敷地内活断層について】
敷地内には，活断層や破砕帯は確認されていない。敷地内にはシー
ムと呼ばれる粘土質の薄い弱層があるが，後期更新世（約12～13万
年前）以降に活動したものではない。

■新規制基準では，後期更新世（約
12～13万年前）以降の活動が否定
できない断層を，「将来活動する可
能性のある断層等（活断層）」として
地震動評価上，考慮することとして
いる。

■２号機新規制基準への適合性申請
（平成25年12月）では，宍道断層の
評価長さを約22kmと評価していた
が，審査会合における原子力規制
委員会のコメントを踏まえ，活断層
評価に関する追加調査結果等を実
施し，発電所の安全性により万全を
期す観点から，断層の評価長さを
約39ｋｍに見直した（平成29年9
月） 。

また，Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及び
Ｆ－Ⅴ断層は，これらが連動するも
のとしてその評価長さを約51.5kmと
評価していたが，追加調査結果を
踏まえ，断層の評価長さを約48km
に見直した（平成27年7月）。
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【参考】宍道断層の評価（１／２）

宍道断層の評価長さの見直しについて

 発電所の安全性により万全を期す観点から，
活断層評価に関する追加調査結果等を踏まえ，
断層の評価長さを約３９ｋｍに見直した。

１´

約２２㎞（審査申請時の評価長さ）

約３９㎞（見直し後） 【東端】

（見直し前）

【西端】

（見直し後）

下宇部尾東古浦西方の西側
１

約22㎞

約39㎞（見直し後）

島根原子力発電所

１´

２

１

《宍道断層評価長さ見直しイメージ》

＜宍道断層イメージ図＞

約３ｋｍ

女島
２

【西端】

（見直し前）

２´

約１４ｋｍ

【東端】

（見直し後）

２´

美保関町

東方沖合い

評価地点 見直しの理由

西端 活断層評価に用いるデータの精度・信頼性が高い を西端とした。

東端
の東方において「活断層の可能性のある構造」があるとする知見に基づき，追加調査を実施。

その結果，上載地層法等により後期更新世以降の断層活動を完全に否定する調査結果が得られな
かったことから，精度・信頼性の高いデータが得られている を東端とした。

１´１

2´2

1´

2

2´
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宍道断層東端見直しの経緯

【参考】宍道断層の評価（２／２）

 平成２８年７月，地震調査研究推進本部※１が「中国地域の
活断層の長期評価」を公表。その中で，宍道断層東方延長
部の海陸境界付近は「活断層の可能性があるものの，活動
性については詳細なデータが不足し，判断できていない」と
して，「活断層の可能性のある構造」を記載した。

 その後，審査会合で，当該範囲における断層の活動性につ
いてデータを整理・拡充して評価するよう国からコメントを受
けた。

 当社は，「森山」から「地蔵崎」において追加調査を徹底して
実施したが，陸域において一部を除き，上載地層法※２によ
る評価ができず，断層の最新活動時期が確定できないこと，
また海陸境界において十分な調査が実施できないことから，
後期更新世※３以降の断層活動が完全には否定できないと
判断した。

 このため，宍道断層の東端を，音波探査によって精度や信頼
性のより高い調査結果等が得られている「美保関町東方沖合
い」に見直した。

※２ 断層を覆う地層（上載地層）の年代を特定することで，その断層の活動時期を判断する方

法。今回の調査では，上載地層がないため， 評価できない範囲があった。

※３ 新規制規準では，後期更新世（約１２～１３万年前）以降の活動性が否定できない断層を活

断層として考慮することとしている。

図の例では，上載地層にずれがないことから，
断層は，後期更新世以降に活動していないと評
価できる。

～上載地層法の考え方～

※１ 地震調査研究を一元的に実施する国の機関

【上載地層】 後期更新世の地層

【岩 盤】

（断面図）

断
層

島根原子力発電所

活断層の可能性
のある構造

【東端】
（見直し前）

【東端】
（見直し後）

美保関町東方沖合い

宍道断層東端～鳥取沖西部断層西端の海域は，
精度や信頼性の高い調査結果が得られており，宍
道断層と鳥取沖西部断層は連動しない事を確認。
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【参考】基準地震動の策定（１／２）

 平成２６年６月 「基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド」に示されている１６地震の各
観測記録の分析結果に基づき，2000年鳥取県西部地震の賀祥ダム（監査廊）の観測記録と，
2004年北海道留萌支庁南部地震の基盤地震動に保守性を考慮した地震動を島根サイトの「震源
を特定せず策定する地震動」とすることが審査において了承された。

 平成２７年３月 追加で実施した大深度ボーリング調査等の地下構造調査の結果を踏まえ，地震
動評価に用いる地下構造モデルを見直し，その検討内容が審査において了承された。

 平成２９年１２月 宍道断層長さの見直し等を踏まえ，宍道断層による地震およびＦ－Ⅲ断層＋Ｆ
－Ⅳ断層＋Ｆ－Ⅴ断層による地震の地震動評価を見直しました。また，地震動評価に必要となる
地震発生層厚さについても，既往文献等を再検討したうえで厚さ１３ｋｍから１８ｋｍに見直し，こ
れらの検討内容が審査において了承された。

 平成３０年２月 基準地震動について，これまでのＳｓ－１（水平６００gal）～Ｓｓ－４を見直し，新た
に応答スペクトル手法による基準地震動として「Ｓｓ－Ｄ（水平８２０gal）」，断層モデル手法による
基準地震動として「Ｓｓ－Ｆ１」，「Ｓｓ－Ｆ２」，震源を特定せず策定する地震動による基準地震動と
して「Ｓｓ－Ｎ１」，「Ｓｓ－Ｎ２」を策定し，これらの基準地震動が審査において了承された。（次ペー
ジ参照）

基準地震動に関する審査概要
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【参考】基準地震動の策定（２／２）

 宍道断層長さの見直し等を踏まえて，基準地震動を以下のとおり見直しました。

申請時の基準地震動 見直し後の基準地震動 見直し概要

基準地震動Ｓｓ－１
（水平600gal）

基準地震動Ｓｓ－Ｄ
（水平820gal）

検討用地震の応答スペクトルによる地震動
評価結果を踏まえて地震動レベルを引き上げ

基準地震動Ｓｓ－２
（宍道断層）

基準地震動Ｓｓ－Ｆ１
（宍道断層）

検討用地震の断層モデルによる地震動評価
結果から選定

基準地震動Ｓｓ－３
（海域断層）

基準地震動Ｓｓ－Ｆ２
（宍道断層）

検討用地震の断層モデルによる地震動評価
結果から選定

基準地震動Ｓｓ－４
（留萌地震）

基準地震動Ｓｓ－Ｎ１
（留萌地震）

2004年北海道留萌支庁南部地震の検討
結果に保守性を考慮してレベルを引き上げ

基準地震動Ｓｓ－Ｎ２
（鳥取県西部地震）

2000年鳥取県西部地震の観測記録から新規
に設定

Ss-D Ss-F1 Ss-F2 Ss-N1 Ss-N2
水平方向 820gal 549gal（NS）

560gal（EW）
522gal（NS)
777gal（EW）

620gal 528gal（NS）
531gal（EW）

鉛直方向 547gal 337gal 426gal 320gal 485gal

（参考：各基準地震動Ｓｓの最大加速度値一覧）
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－メ モ－


